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体育会年間表彰式にて鈴木優斗が功労賞！
4×400mＲメンバーは敢闘賞受賞！

　

　　　　　　　鈴木優斗（3）（左）　　　　　　 4×400ｍＲ（村山、山田、吉田隼、中野裕、星野、関口）
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体育会年間表彰式、部長・ＯＢ・現役懇親会　　　　2018年1月12日（土）国分寺キャンパス



岡本学長ご挨拶
2018年度体育会年間表彰式が国分寺キャンパスＤ101番教室で開催されました。学長挨拶では、「たくましい東経大生になって欲しい。健康、体力、協調性を部活動から培ってください。そして人徳、品格、品位を磨いてください。忍耐力と粘り強さがあれば少々の困難にも打ち勝つことができます。そういったものを身に着けることができる体育会を全力で支援します。」と述べられました。
【受賞内容】
＜功労賞＞　鈴木優斗（3）
　
箱根駅伝予選会において、1時間5分20秒（ハーフマラソン）のチームトップ。自己記録を更新して、第95回箱根駅伝関東学生連合チームに選出された。第92回大会以来3年ぶりの快挙を果たす。
＜敢闘賞＞　4×400mRチーム　村山大樹（4）・山田真樹（3）・吉田隼人（3）、中野裕翔（3）・星野蒼太（2）、関口宗平（2）
　4×400mRにおいて、関東学生選手権では2部2位、関東学生リレー競技会（1・2部共通）では5位、日本学生選手権ではベスト16となり、一般、実業団も出場する第102回日本選手権リレー競技会の出場権を獲得。同大会では25チーム中11位（予選組4着）と惜しくも決勝への進出は逃したものの、関東1部校と同等の戦いをしており、来年の活躍も大いに期待したい。
【部長・ＯＢ・現役懇親会　参加者】
陣内良昭（部長）、上阪哲也（総監督）、池谷寛之（駅伝監督）、井村光孝（駅伝コーチ）、田辺譲（昭45）、中嶋久雄（昭48）、星川忠晴（昭50）、飯塚豊明（昭55）、内藤修（昭57）、久恒由彦（平14）
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第95回箱根駅伝予選会結果　　10月13日　立川
～鈴木優斗（コミュ3年）関東学生連合に選出～

 

学生連合選出の鈴木優斗（3）　　　　　　　　　集合写真
総合結果　11時間16分56秒　27位
チームとして良い雰囲気、良い仕上がりで来ていただけにこの結果は非常に残念です。個々人の意識は相当高まっています。この失敗をチャンスと捉え着実に前進していくしかありません。
　当日は300名を超える支援者の皆さんが応援に駆け付けていただきました。ご期待にお応えできず心苦しさでいっぱいです。皆様の暖かい応援に感謝申し上げます。ありがとうございました。
第95回箱根駅伝関東学生連合チームに鈴木優斗（3）が選出されました。鈴木優斗は13日に開催された箱根駅伝予選会では1時間05分20秒でチームトップ、学生連合チームの中では14番目のタイムとなります。
　関東学生連合への選出は92回大会で6区を走った吉村匠（H27卒）以来3年振りとなります。

＜鈴木優斗コメント＞
4月から池谷寛之駅伝監督が就任され、長い距離をしっかり走りきる練習をじっくり積み上げていくことができました。また、夏合宿では30K走などで更にスタミナ強化に努め私自身もチームも力が付いてきたことを実感できました。いつも温かい応援を頂いている支援者の皆様、チームのメンバー、監督初め指導スタッフの皆様への感謝の気持ちを胸に、熱い走りで恩返ししたいと思っています。
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＜第95回箱根駅伝予選会結果＞
154 鈴木　優斗(3) 1:05:20  自己新
187 市川　繁貴(1) 1:05:45  初
191 元川　嵩大(4) 1:05:46　自己新 
251 原川　  凌(1) 1:07:04　初 
276 石田　光一(3) 1:07:45　自己新
279 湯澤　亮太(3) 1:07:52　初 
314 小新　裕貴(4) 1:08:53 
332 小山　大輝(3) 1:09:21　自己新 
335 松下　公紀(1) 1:09:27　初 
337 劔物　勇斗(1) 1:09:43　自己新

＜予選会再参戦以降の成績変遷＞
83回　10人完走ならず　　なし　 　2006年（平成18年）10月21日　　　
84回　11時間40分07秒　32位　　2007年（平成19年）10月20日　　　
85回　11時間10分22秒　22位　　2008年（平成20年）10月18日　　　
86回　10時間49分44秒　23位　　2009年（平成21年）10月17日　　　
87回　10時間59分55秒　21位　　2010年（平成22年）10月16日　　　
88回　10時間50分01秒　22位　　2011年（平成23年）10月15日　　　
89回　10時間47分37秒　23位　　2012年（平成24年）10月20日　　　
90回　10時間31分39秒　21位　　2013年（平成25年）10月19日
91回　10時間47分15秒　24位　　2014年（平成26年）10月18日
92回　10時間47分01秒　25位　　2015年（平成27年）10月17日
93回　10時間47分45秒　26位　　2016年（平成28年）10月15日
94回　10時間45分55秒　28位　　2017年（平成29年）10月14日
95回　11時間16分56秒　27位　　2018年（平成30年）10月13日（ハーフマラソンに変更）
駅伝ブロック幹部交代　2018年10月13日
駅伝ブロックは箱根駅伝予選会後幹部交代式を行い以下の5名が新幹部に選出されました。旧幹部同様よろしくお願い申し上げます。

主将　　村上　　滋（現法3）
副将　　石田　光一（経済3）
主務　　永井　莉佳（コミュ3）
会計　　小鍛冶理沙（経営3）
寮長　　湯澤　亮太(現法3）
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日本インカレ結果　　9月8日　　等々力　　　～4×400ｍRはタイムでベスト16～
日本インカレの舞台で戦えるチームを目指す」昨年の惨敗から今年の目標に掲げ臨みましたが、200ｍ、4×400ｍRともに予選落ちでした。しかし、200ｍの予選通過タイムは21秒49、4×400ｍRの決勝進出ラインは3分09秒49でトップチームの背中が近づきました。特に4×400ｍRでは予選で一時は日本学生ランキング1位の早稲田大学とトップを争うなど積極的に勝負を挑みました。
チームタイムの3分10秒52は予選通過まであと1秒、記録ではベスト16位と健闘しました。
来年こそ決勝進出を目ざします！

【200m 予選】
吉田 大夢 21”73(-0.3)組4着
【4×400mR 予選】
村山、山田、吉田(隼)、中野(裕） 3’10”52 組4着・ベスト16

第102回日本選手権リレー結果　10月28日　北九州市本城
～予選落ちも25チーム中11位！！！～





北九州に乗り込んでの日本選手権リレー、1991年以来実に27年振りの出場です。今回の目標は決勝進出（日本で8位以内）、そのため1走からエース星野を投入し上位に食い下がるレースを展開しました。しかし、3・4走間のバトンパスでブロックされるなど不運も重なって4位となり決勝進出を逃しました。しかし、関東インカレで破れた駿河台大学、2位争いをした立教大学に勝利し、来年に繋がる結果となりました。出場25チーム中11位となり、日本のトップチームの仲間入りを果たしました。
【4×400ｍR・予選1組】
東京経済大学　3分11秒18　　4位　予選敗退　
星野蒼太（2）、山田真樹（3）、吉田隼人（3）、中野裕翔（2）
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第43回10大学対校戦結果　　10月28日　　鴻巣競技場
～4種目で大会新記録、5000ｍで好記録続出～

 

　　　　　　総合優勝　宮下　　　　　　　　　　　　　　　　MVP　丸山

今年最後の対校戦、10大学対校戦が鴻巣市陸上競技場で開催されました。400ｍ主力選手が日本選手権リレー出場のため不在でしたが総合優勝を果たすことができました。
対校の部では100ｍ・丸山亜室（3）、200ｍ・武本雄大（2）、1500ｍ・卜部和喜（2）、中野弘久（2）、砲丸投・田辺元気（3）の4種目で大会新記録を樹立しました。また、5000ｍでは対校・オープン含め6名が14分台で走破し駅伝ブロックの今後の飛躍に繋がる結果となりました。
これでチーム特にスプリントブロックは冬季トレーニング期に入りますが、今シーズンの課題克服を目指して精進して参ります。
　
＜総合成績＞
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	8位
	10位

	大学
	東経大
	桜美林大
	上智大
	帝京大
	北里大
	都市大
	東電大
	東外大
	工学院大
	ICU

	得点
	120.5
	85
	80
	48.5
	40
	40
	31
	30
	9
	0


総合優勝　東京経済大学
最優秀選手賞　丸山亜室（3）


 
 

100ｍ・大会新・MVP　丸山　　　　　200ｍ・大会新　武本　　　1500ｍ・大会新　卜部、中野弘
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＜競技結果＞
・対校
【100m ・予選】
　丸山 亜室(3) 10"79(0.0) 組1着・大会新
　吉田 大夢（3） DNS
【100m ・決勝】
　丸山 亜室(3) 10"94(+0.1)　優勝
【200m ・予選】
　丸山 亜室（3） 22"77(+0.4) 組3着
　武本 雄大（2） 21"51(+0.9) 組1着・大会新
【200m ・決勝】
　丸山 亜室（3） 22"71(-1.9) 　2位
　武本 雄大（2） 21"91(-1.9) 　優勝
【400m ・決勝】タイムレース
　福田 健人（2） 50"48 　5位
　竹本 琳（1） 53"44 
【800m ・決勝】タイムレース
　西村 侑真（1） DNS
　竹内 貫太（1） 2'15"33 
【1500m・ 決勝】
　卜部和喜(2) 3’54”25 　優勝 

自己新・大会新・関東IC標準B突破
　中野弘久(2) 3’56”87 　2位 

自己新・関東IC標準B突破
【5000m・ 決勝】
　湯澤亮太(3) 14’55”54 　2位 
　鈴木優斗(3) 14’56”74 　3位
【110mH・ 決勝】タイムレース
　貝塚 勇輝（4） 15"91(-1.3) 　3位
　高木 昇（2） 15"83(-1.3) 　2位
【4×100mR ・決勝】
　池田、加藤、武本、丸山 41"38 　優勝
【4×400mR ・決勝】タイムレース
　新屋、福田、江崎、清水 3'24"45　2位
【走高跳・決勝】
　鈴木 海平（3） 2m01　優勝 
　中村 優斗（3） 1m85　6位
【走幅跳・決勝】
　平川 雄大（3） 6m87(+0.6) 　優勝
　松井 陸（1） 6m61(-0.8) 　3位
【砲丸投・決勝】
　田邊 元気（3） 13m10 2位・大会新 
　南 和希（1） 12m40 全体3位
【円盤投・決勝】
　田邊 元気（3） 31m92　2位
　重田 一稀（1） 36m42 　優勝
【やり投・決勝】
　助川 直輝（3） 55m59 　優勝
　安藤 卓也（2） DNS
・オープン
【5000m】
　1組
　森　陽向(2) 14’43”50 　自己新
　村上　滋(3) 14’51”53 　自己新
　小山大輝(3) 14’56”89 　自己新
　原川　凌(1) 14’58”92 　自己新
　益田昇馬(3) 15’04”18 　
　市川繁貴(1) 15’04”70 
　北川一樹(1) 15’05”30 
　西山隆将(1) 15’13”66 　自己新
　松下公紀(1) 15’22”46 　自己新
　守谷　陸(1) 15’23”07 　自己新
　吉良大樹(1) 15’29”84 
　劔物勇斗(2) 15’30”34 　自己新
　石川　開(1) 15’37”66 
　野川英樹(2) 15’41”85 
　濵中大河(3) 15’56”96 
　西尾祐一郎(2) 15’58”37 
　井出優伍(1) 16’05”85 
　折原　翔(1) 16’45”88 
　2組
　樋田侑司(1) 15’38”78 　自己新
　松本大寛(2) 15’48”98 
　中山玄基(2) 16’13”39 　 初
　所河北斗(3) 15’32”18 
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☆駅伝ブロック2018年10月～12月競技会上位者
【5,000ｍ】　　　　　　　　　　　　　　　　　【10000ｍ】
湯澤亮太（3）　14.38.15　12/2　 日体大　　　森　陽向（2）　29.59.26　12/22　平国大
森　陽向（2）　14.43.50　10/28　10大戦　　 湯澤亮太（3）　30.26.57　12/15　国士舘
関　颯介（1）　14.46.37　12/22　平国大　　　鈴木優斗（3）　30.28.03　12/22　平国大
小山大輝（3）　14.46.57　12/2　 日体大　　　小山大輝（3）　30.32.31　12/15　国士舘
村上　滋（3）　14.47.25　11/11　日体大　　　市川繁貴（1）　30.51.79　11/10　日体大
北川一樹（1）　14.48.38　12/22　平国大　　　松本大寛（2）　30.52.20　12/22　平国大
樋田侑司（1）　14.56.04　12/22　平国大　　　原川　凌（1）　31.03.42　11/10　日体大
守谷　陸（1）　14.56.64　11/11　日体大　　　北川一樹（1）　31.15.26　12/22　平国大
鈴木優斗（3）　14.56.74　10/28　10大戦　 　関　颯介（1）　31.17.62　12/22　平国大
原川　凌（1）　14.58.92　10/28　10大戦　　 所河北斗（3）　31.23.82　12/15　国士舘
加古川マラソン結果　12月23日　加古川市
劔物勇斗（2）　2：29.10　3位・初
小平市少年少女ランニング教室　9月9日　小平市中央公園
～小林海スプリントコーチ（本学特認講師）と池谷駅伝監督が務める～

 

小林海スプリントコーチ（本学特認講師）と池谷駅伝監督
小平市少年少女ランニング教室で小林海スプリントコーチと池谷駅伝監督が講師を務め、学生10名が補助員としてサポートさせていただきました。
　午前中の小学生の部は160名の参加で、運動会で速く走るコツを小林コーチのユーモラスなレクチャーを交えながらの指導で楽しみながら学んでくれました。また、途中からは長距離と短距離に分かれ、長距離では箱根駅伝のペースを体験などそのスピードに驚きの声が上がっていました。
　午後の中学生の部では参加者は20名と少人数でしたが、その分密度の濃い専門的な理論と実戦で充実した時間を過ごしてもらいました。また、補助員で参加した学生たちにとってもかけっこを純粋に楽しむ小学生や陸上競技に真剣に取り組む中学生の姿から良い刺激を頂きました。
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スポーツ特別入試・実績者入試等推薦入試結果
	スプリントブロック（10名）

	入試
	高校
	氏名
	学部
	記録

	特別入試
	東京・東京
	吉田　優大
	現法
	53.22/400ｍH

	
	東京・片倉
	佐々木　陽
	経営
	61m24/やり投

	
	埼玉・越谷西
	森田　将輝
	コミュ
	10.75/100ｍ

	
	東京・野津田
	小林　　凌
	現法
	42ｍ79/円盤投

	実績者入試
	東京・つばさ総合
	岡田　未来
	経済
	2ｍ02/走高跳

	
	埼玉・聖望学園
	仲　　龍勢
	経営
	13ｍ89/三段跳

	
	東京・駒沢
	田畑功之助
	経済
	49.81/400ｍ

	
	愛知・岡崎城西
	松山　志成
	経済
	13ｍ99/三段跳

	
	千葉・成田
	伊藤 　　絃
	経営
	1.55.54/800ｍ

	指定校
	東京・東京
	石田　耀
	経済
	49.98/400ｍ

	駅伝ブロック（13名）

	入試
	高校
	氏名
	学部
	記録

	特別入試
	東京・大東一
	松澤　奨風
	経済
	14.50.89/5000ｍ

	
	宮城・仙台育英
	島津　謙介
	経営
	15.21/5000ｍ

	
	長野・佐久長聖
	小池　　彪
	コミュ
	9.18/3000ｍSC

	
	神奈川・相洋
	中山　大地
	現法
	14.55.68/5000ｍ

	
	栃木・那須拓陽
	益子翔太郎
	現法
	14.54.29/5000ｍ

	
	鹿児島・鹿児島鳳凰
	下別府　輝
	コミュ
	15.20/5000ｍ

	
	栃木・作新学院
	松本　　翼
	現法
	15.16/5000ｍ

	
	静岡・伊豆中央
	大川　歩夢
	経済
	9.17/3000SC

	
	沖縄・北山
	新城　龍祐
	経営
	15.18/5000ｍ

	
	群馬・高崎健大
	進藤　颯太
	経済
	15.25/5000ｍ

	実績者
	宮城・宮城明成
	岡崎　邦介
	経済
	15.35/5000ｍ

	
	東京・大東一
	関　　凌太
	コミュ
	15.06.93/5000ｍ

	指定校
	埼玉・昌平
	中家　駿治
	現法
	15.54/5000ｍ
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東京経済大学葵走会＆陸上競技部父母の会ニュース　　　　第137号
陸上競技部父母の会総会・懇親会　　2018年12月15日　　国分寺キャンパス

 

　　　　　　　陣内部長ご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　参加者の皆様
2018年度陸上競技部父母の会総会・懇親会が国分寺キャンパスで開催されました。当日は総勢60名のご父母、陸上競技部関係者の皆様が出席され、有意義な交流の場なりました。尚、次期会長に吉田健司氏、副会長に濱中武晴氏、平川利也氏が選任されました。
＜2019年度新役員＞敬称略
会長・吉田健司　　　副会長・濱中武晴、平川利也
会計・成原祐介　　　事務局・上阪哲也
役員・福田徹也、関口宗太、武本隆二、石井忠重、坂井智行、松井尚好
2018年卒業生送別会（追いコン）ご案内
卒業生送別会（追いコン）を下記のとおり開催することになりました。2018年度年間表彰式、卒業生送別会を執り行います。皆様のご出席を心よりお待ちしています。
記

日時：　2018年2月16日（土）　　午後5時00分から

場所：　立川グランドホテル　　　東京都立川市曙町2-14-16　　℡　042-525-1121（代表）
会費：　7,000円
連絡先：携帯　上阪　哲也（監督）　　℡　　042-346-6746　　　　携帯　090-4078-8408

ご出欠：2019年2月5日までにお知らせ願います。
陸上競技部創部100周年記念事業実行委員会が発足
～委員長に星川忠晴氏（昭50）が就任～
　2020年に陸上競技部は創部100周年を迎えることとなりました。1921年（大正10年）に本学の前身大倉高等商業学校において黒田龍馬先輩が走高跳で1m69cmの日本新記録（当時）を樹立。極東オリンピック（現・アジア大会）に日本代表として出場。我が部ではこれをもって輝ける大倉陸上競技のスタートとしています。

　葵走会幹事会において、創部100周年記念事業実行委員会の発足が決定し、委員長には星川忠晴氏（昭50）が就任することとなりました。記念祝賀会の開催については、関係者・ＯＢ・ＯＧの皆様にふるってご参加いただける会とすべく準備を進めて参ります。是非皆様のご協力をお願い致します。
東京経済大学葵走会＆父母の会ニュース　第137号
2018年度葵走会・父母の会年会費・寄付のご納入ありがとうございます。
＜東京経済大学葵走会（ＯＢ会）年会費・寄付金納入要項＞
・年会費：8,000円
・納入期限：2018年4月1日～2019年3月31日
・送金先：郵便振替　00190-1-769362（専用の振替用紙使用で手数料はかかりません。）
　　　　　銀行振込  ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）当座 0769362
ゆうちょ銀行　〇二八（ゼロニハチ）    普通 4388443
         　　　　　 上記口座名義人は「葵走会（キソウカイ）」
昭和41年以前ご卒業の方へ：名誉会員として会費免除となっていますが、部員数の増加により財政が逼迫しています。是非、ご寄付のご協力をお願いいたします。
平成23年以降ご卒業および女性会員の方へ：卒業後8年（平成23年～30年卒）までの会員および女性会員は5,000円。また、夫婦会員はお二人で10,000円となりました。
　＜陸上競技部父母の会年会費・寄付金納入要項＞
・年会費：10,000円
・納入期間：2018年4月1日～2018年9月30日
・送金先：郵便振替　00170-1-634633（専用の振替用紙使用で手数料はかかりません。）
　　　　  銀行振込　　みずほ銀行久米川支店　普通 2050180
　　　　　上記口座名義人は「東京経済大学陸上競技部父母の会」
【会費・寄付金】敬称略（卒年・千円）8月21日～12月28日現在
＜葵走会＞三奈木喜逸（昭39・10）、伊田正一（昭48・8）、久保田敏文（昭53・10）、内藤修（昭57・10）、房枝祐志（昭61・8）、佐藤孝（平1・10）、中谷典弘、清美（平4、平2・10）、森田和宏（平18・8）、瀬戸口直雅（平22・8）、柱欽也（平22・10）、匿名（10）＜陸上競技部父母の会＞永井裕治
【120周年スポーツ振興募金】順不同・敬称略（千円）8月21日～1月15日
＜支援者＞江口邦子（10）、匿名（10）、田中紀之（5）、池田泰（50）、原島正之（10）、久朗津英夫（100）
匿名（50）、小松隆一（20）、八木茂（10）、松田輝美（10）、仲島公夫（10）、田中稔（100）、匿名（100）
丹野弘三（5）、小林和雄（10）＜葵走会＞鈴木幸三（昭38・100）、三奈木喜逸（昭39・10）、飯塚豊明（昭56・100）、塚田裕（昭60・20）、上阪哲也（昭61・50）、平山丈人（平1・10）、中村広次（平2・30）、杉澤秀明（平15・30）、柱欽也（平22・10）＜陸上競技部父母の会＞中野和男（10）関雅光（10）石原博明（10）、濱中武晴（10）、匿名（10）、匿名（10）
《編集後記》
　新年明けましておめでとうございます。毎年この時期のニュースは箱根駅伝が終了後に発行しておりますが、勤務先においても話題は箱根駅伝。以前の上司は東海大学出身、担当顧客は青山学院出身、私の隣の席は國學院大學出身と様々な感情で新年を迎えました。
最近は父母の会に参加させていただいたり、懇親会で指導者、学生からいろいろな話を聞くことが多くなりました。また他大学の同世代が指導者として活躍されている現状をみると嬉しくなります。片手間ではありますが、今後も陸上競技部の発展のために、微力ながら尽くしていきたいと感じた新年でありました。本年もどうぞ宜しくお願い致します。（事務局）
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